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衆
議
院
議
員
早
稲
田
ゆ
き
君
提
出
自
治
体
の
重
度
心
身
障
害
者
及
び
ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の
医
療
費
助
成
に
対
す
る
ぺ

ナ
ル
テ
ィ
を
全
廃
す
べ
き
こ
と
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

国
民
健
康
保
険
制
度
で
は
、
国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
七
十
条
の
規
定
に
よ
る
療
養

給
付
費
等
負
担
金
（
以
下
「
療
養
給
付
費
等
負
担
金
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
等
に
応
じ

て
算
定
し
た
額
を
、
ま
た
、
同
法
第
七
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
調
整
交
付
金
（
以
下
「
調
整
交
付
金
」
と
い
う
。
）
に
つ
い

て
は
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
等
及
び
被
保
険
者
に
係
る
所
得
等
に
応
じ
て
算
定
し
た
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
都
道
府
県
に

対
し
て
交
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
都
道
府
県
又
は
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
地
方
単
独
事
業
に

よ
る
医
療
費
の
一
部
負
担
金
の
負
担
軽
減
措
置
を
講
ず
る
場
合
に
は
、
一
般
的
に
は
、
当
該
措
置
を
講
じ
な
い
場
合
に
比
べ

て
療
養
の
給
付
等
に
要
す
る
費
用
が
増
加
し
、
こ
れ
に
伴
い
療
養
給
付
費
等
負
担
金
及
び
調
整
交
付
金
（
以
下
「
国
庫
負
担

金
等
」
と
い
う
。
）
の
額
も
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
公
平
に
配
分
す
る
観
点
か
ら
、
当
該
措
置
を

講
ず
る
都
道
府
県
又
は
当
該
措
置
を
講
ず
る
市
町
村
が
属
す
る
都
道
府
県
に
対
し
て
交
付
す
る
国
庫
負
担
金
等
の
額
が
、
当

該
措
置
を
講
じ
な
い
都
道
府
県
又
は
当
該
措
置
を
講
じ
な
い
市
町
村
が
属
す
る
都
道
府
県
に
対
し
て
交
付
す
る
国
庫
負
担
金



 

２ 

 

等
の
額
と
同
等
に
な
る
よ
う
に
調
整
措
置
（
以
下
「
減
額
調
整
措
置
」
と
い
う
。
）
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

 
 

お
尋
ね
の
「
重
度
心
身
障
害
者
及
び
ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の
医
療
費
助
成
制
度
に
お
け
る
医
療
機
関
窓
口
無
料
化
（
現
物

給
付
）
」
に
係
る
減
額
調
整
措
置
を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
の
財
政
に
与
え
る
影
響
や
医
療
費
助
成

の
実
施
状
況
等
に
差
が
あ
る
中
で
限
ら
れ
た
財
源
を
公
平
に
配
分
す
る
観
点
か
ら
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。 

 
 

な
お
、
地
方
単
独
事
業
に
よ
る
子
ど
も
の
医
療
費
の
一
部
負
担
金
の
軽
減
等
に
係
る
減
額
調
整
措
置
に
つ
い
て
は
、
令
和

五
年
六
月
十
三
日
に
閣
議
決
定
し
た
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
方
針
」
に
お
い
て
、
「
お
お
む
ね
全
て
の
地
方
自
治
体
に
お
い
て

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
の
減
額
調
整
措
置
を
廃
止
す
る
。
あ
わ
せ

て
、
適
正
な
抗
菌
薬
使
用
な
ど
を
含
め
、
こ
ど
も
に
と
っ
て
よ
り
良
い
医
療
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
今
後
、
医
学
界
な
ど
専

門
家
の
意
見
も
踏
ま
え
つ
つ
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
な
ど
に
お
い
て
検
討
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
」
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
関
係
府
省
で
連
携
し
つ
つ
、
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
に
お
い
て
検
討
を
進

め
る
な
ど
、
必
要
な
対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

二
に
つ
い
て 



 

３ 

 

 
 

御
指
摘
の
「
子
ど
も
を
始
め
と
し
て
、
・
・
・
国
に
よ
る
統
一
的
な
医
療
費
助
成
制
度
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し

も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
公
的
医
療
保
険
制
度
に
お
い
て
通
常
は
三
割
で
あ
る
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
を
義
務
教

育
就
学
前
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
二
割
と
し
て
い
る
ほ
か
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
十
九

条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
に
係
る
医
療
費
支
給
認
定
保
護
者
等
に
対
す
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医

療
費
の
支
給
、
母
子
保
健
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
く
未
熟
児
に
対
す
る
養
育
医

療
の
給
付
等
の
制
度
を
設
け
て
お
り
、
ま
た
、
障
害
者
等
が
心
身
の
障
害
の
状
態
の
軽
減
を
図
る
等
の
た
め
に
必
要
な
医
療

を
受
け
た
場
合
に
、
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二

十
三
号
）
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
自
立
支
援
医
療
費
を
支
給
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
施
策
に
加
え
、
国
の
財
政
負
担
に
よ
り
医
療
費
の
一
部
負
担
金
等
を
一
律
に
軽
減
す
る
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
医
療
保
険
財
政
等
へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
課
題
が
多
く
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。 


